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「
あ
い
さ
つ
人
間
」
の

す
す
め

あ
な
た
は
毎
朝
、
家
族
の
一
人

一
人
に
「
お
は
よ
う
」
の
あ
い
さ

つ
が
で
き
ま
す
か
？

二
十
歳
と
な
ら
れ
た
希
望
あ
ふ

れ
る
若
い
人
た
ち
に
、
ぜ
ひ
と
も

申
し
上
げ
た
い
の
は
、
と
に
か
く

「
あ
い
さ
つ
人
間
」
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
人
は
、
い
わ
ゆ
る
島
国
根

おめでとう成人

社会人としてのスタート

あ
い
さ
つ
の
挨
は
「
開
く
」
、

拶
は
「
迫
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

心
を
開
い
て
相
手
に
迫
っ
て
い
く

の
が
、
あ
い
さ
つ
な
の
で
す
。

し
か
し
、
日
本
人
は
、
特
に
親

子
の
間
で
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
せ

ん
。
家
庭
で
は
あ
い
さ
つ
し
な
い

お
父
さ
ん
も
、
会
社
で
は
「
お
は

よ
う
」
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

ど
う
も
日
本
人
に
は
、
利
害
関
係

で
あ
い
さ
つ
の
是
非
を
決
め
て
し

ま
う
妙
な
性
質
が
あ
る
よ
う
に
思

超
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
二
十
三
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
地
球
に
は
、
い
く
ら
努
力
し

て
も
十
六
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

し
か
確
保
で
き
な
い
の
で
す
。
地

球
が
食
糧
危
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
難

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
二
十
世
紀
の
終
わ
り
に
は
日

本
人
の
所
得
が
世
界
の
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

20歳に贈る

「
あ
い
さ
っ
」
で
心
を
開
こ
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

鈴

　

木

　

健

　

二

性
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
心
を
閉

じ
て
い
る
人
が
多
い
。
わ
た
し
は

世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
暮
ら
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
外
国
で
は
早

朝
、
街
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
行

き
ず
り
の
町
の
人
が
見
ず
知
ら
ず

の
外
国
人
で
あ
る
わ
た
し
に
、
必

ず
と
い
っ
て
よ
い
は
ど
「
お
は
よ

う
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
で
そ
ん
な
光
景
を

見
か
け
る
の
は
、
と
て
も
珍
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

封
世
紀
に
向
け
て

か
心
を
開
こ
う
″

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
た
ち
が
社

会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
の
は
、

二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

そ
の
時
、
あ
な
た
た
ち
の
家
に
い

き
な
り
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
ア
フ

リ
カ
の
人
が
入
っ
て
き
て
も
少
し

も
お
か
し
く
な
い
時
代
に
な
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
ま
も
な

く
、
世
界
の
人
口
は
七
十
億
人
を

▲
▼
°
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
▼
ｌ
●
‘
°
▼
°
°
Ａ
°
▼
°
＿
ｌ
▼
°
◆
ｔ
°
▼
◆
°
ｌ
▼
°
°

つ
ま
り
、
あ
な
た
た
ち
は
、
世
界

で
最
も
豊
か
な
国
を
動
か
す
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
お
金
だ
け
あ
っ
て

心
を
開
き
合
わ
な
い
日
本
人
が
、

世
界
中
か
ら
金
に
ま
か
せ
て
食
糧

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買
い
あ
さ
っ
た

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

中
学
や
高
校
の
時
の
社
会
科
の

教
科
書
に
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
が
載

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

そ
こ
に
は
「
戦
争
は
人
の
心
の
中

か
ら
起
こ
る
」
と
い
う
意
味
の
こ

と
が
書
い
て
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

人
の
心
－
－
政
治
や
経
済
、
外

交
の
問
題
で
は
な
く
て
、
他
人
と

容
易
に
心
を
開
き
合
わ
な
い
、
つ

ま
り
〝
閉
じ
た
心
″
が
戦
争
の
引

き
金
を
引
く
と
し
た
ら
…
…
こ
れ

は
、
次
代
を
担
う
あ
な
た
た
ち
一

人
一
人
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
、
あ
わ

て
て
心
を
開
こ
う
と
思
っ
て
も
、

も
う
遅
い
。
い
ま
青
春
の
臭
っ
た

だ
中
に
い
る
、
あ
な
た
た
ち
の
柔

軟
な
精
神
の
中
に
こ
そ
、
だ
れ
と

で
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
心
が
育
っ

て
い
く
の
で
す
。

心
を
開
け
る
若
者
へ
の

変
身
の
日
に

と
に
か
く
〝
あ
い
さ
つ
人
間
″

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
家
族
と
も

だ
れ
と
も
「
お
は
よ
う
」
を
明
る

い
声
で
言
え
る
人
間
に
な
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
自
身
の

人
生
を
楽
し
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

周
り
の
人
の
心
も
明
る
く
す
る
の

で
す
。さ

あ
、
二
十
代
の
出
発
の
日

あ
い
さ
つ
の
で
き
る
、
心
の
開
け

る
若
者
へ
の
、
変
身
の
日
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（談）

監
滝
根
政
治
に
参
加
す
る
道
を
大
切
に

二
十
歳
に
な
る
と
生
ず
る
権
利
の
一

つ
に
、
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
の
政
治
を
は
じ
め
都
道
府
県

や
市
区
町
の
地
方
政
治
に
参
加
す
る
こ

（

と
に
な
る
の
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に

投
票
す
る
に
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
作
成
す
る
「
選
挙
人
名
簿

」
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

は
、
そ
の
市
区
町
村
に
住
所
が
あ
り
、

か
つ
三
か
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
の
中
か
ら
、
満
二
十

歳
以
上
に
な
っ
た
者
を
、
毎
年
九
月
（

選
挙
が
あ
れ
ば
選
挙
の
直
前
）
に
選
挙

人
名
簿
に
萱
録
し
ま
す
。

一
度
名
辞
に
登
録
さ
れ
る
と
、
住
所

を
移
転
し
な
い
限
り
永
久
に
登
録
さ
れ

（

て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を

変
え
た
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
票
の
移

動
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
選
挙
権
の
行
使
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
、
貴
重
な
権

利
、
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は

ま
ず
棄
権
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

町県民税0　匡卜保税第　4　期分納期は、1月　31日　ま　で。
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選
挙
用
ボ
ス
タ
1
掲
示
は

公
営
の
掲
示
場
へ

こ
の
春
予
定
さ
れ
て
い
る
水
巻
町
議

会
議
員
選
挙
か
ら
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
掲
示
の
方
法
が
変
り
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
の
町
議
会
に

お
い
て
「
水
巻
町
議
会
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
関
す

る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
昨
年
に
改
正
さ
れ
た

公
職
選
挙
法
第
一
四
四
条
の
二
第
八
項

の
規
定
に
基
づ
き
水
巻
町
議
会
議
員
及

び
長
の
選
挙
に
つ
い
て
、
公
営
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
を
設
け
る
も
の
で
す
。

そ
の
概
要
は
、
一
投
票
区
に
つ
き
七

箇
所
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
け
（
町

全
体
で
四
十
九
箇
所
）
、
そ
の
掲
示
場

に
候
補
者
一
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
一
枚

の
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
で
き

ま
す
。
そ
の
他
は
、
一
切
の
掲
示
が
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
候
補
者
は
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
の
労
力
や
資
材
な
ど
選
挙

費
用
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
し
、
特
に

本
町
の
場
合
、
公
共
施
設
等
が
多
く
従

来
よ
り
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
つ
い
て
は
困

難
を
き
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

有
権
者
に
と
り
ま
し
て
も
候
補
者
の
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
場
で
一
望
で
き
、
町
の

美
化
上
の
問
題
も
解
消
さ
れ
ま
す
。

公
正
で
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
の
実

現
の
一
助
に
な
る
も
の
で
す
。

′2

0

歳

に

な

っ

た

ら

国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う

遠賀郡

合　同　出　初　式

肌寒い冬空の下、合同出初式で威風堂々と行進する

水巻町消防団

当
町
関
係
の
受
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
〕

二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
に
な
る
ま
で
の

人
で
職
場
の
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、

船
員
保
険
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
、
す
べ
て
「
国
民

年
金
」
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
例
外
と
し
て
、
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
配
偶
者
や
昼

間
部
の
学
生
は
本
人
の
希
望
で
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
歳
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
成
人

と
し
て
多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
と
同
時
に
い
ろ
い
ろ
義
務
が

生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
も
社
会
人
と
し
て
果
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
割
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
を
は
じ

め
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子

年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
な
ど
が
あ
り
、

歳
を
と
っ
た
と
き
ば
か
り
で
な
く
途
中

の
事
故
に
対
し
て
も
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
将
来
の
た
め
に
、
二
〇
歳
に

な
っ
た
ら
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手

続
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
月
九
日
肌
寒
い
冬
空
の
下
、
芦
屋

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
遠
賀
郡

四
力
町
消
防
合
同
出
初
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
や
見
物
人
が
多
数
見
守
る
中
、

団
員
に
よ
る
分
列
行
進
や
小
隊
訓
練
、

ポ
ン
プ
車
操
法
、
郡
消
防
署
レ
ン
ジ
ャ

ー
隊
に
よ
る
救
助
訓
練
が
披
寓
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
表
彰
式
に
は
消
防
活
動
に
貢

献
の
あ
っ
た
消
防
団
貝
や
一
般
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
知
事
表
彰

感
謝
状
　
立
山
博
清

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

。
永
年
勤
続
（
3
0
年
）
宮
川
静
雄

（
2
0
年
）
立
山
博
清
　
（
1
5
年
）
山

下
高
史
、
荒
巻
和
明
、
出
利
美
博

（
1
0
年
）
有
光
国
憲
、
太
田
静
夫
、

塩
田
喬
、
坂
口
文
男
、
林
正
行
、
石

塚
博
昭
、
山
崎
英
也

。
優
良
団
員
　
安
永
仙
之
助
、
杉
本
清

隆
、
石
塚
啓
二
、
徳
永
弥
太
郎
、
出

利
薬
博
、
川
島
幸
治

。
親
子
・
兄
弟
団
員

永
沢
信
夫
・
一
利

。
防
火
消
防
施
設
宣
伝
普
及
改
善
功
労

者
　
　
吉
田
敬
治

福
岡
県
民
火
災
共
済
理
事
長
表
彰

。
団
体
　
水
巻
町
消
防
団
第
一
分
団

。
個
人
　
福
田
暁
子

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

。
定
例
　
坂
口
健
治
、
西
ノ
明
茂
樹

。
特
例
　
水
巻
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法

選
手
団
一
同

自
衛
隊
員
が
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

年
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二
月
二
十
五

日
、
自
衛
隊
員
の
方
々
の
義
援
金
が
水

巻
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
く
ら
れ

ま
し
た
。

お
く
っ
た
の
は
、
自
衛
隊
小
食
第
四

〇
普
通
科
連
隊
第
二
中
隊
の
隊
員
の
方

々
で
、
机
山
荘
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
大
津
会
長
を
訪
れ
、
隊
員
を
代
表
し

て
浜
本
副
長
が
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
小
倉
駐
屯
地
の
音
楽

部
に
よ
る
演
奏
も
行
な
わ
れ
、
お
年
寄

り
も
楽
し
い
一
時
を
す
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
隊
員
の

皆
さ
ん
の
善
意
を
有
効
に
生
か
し
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

消
防
団
長
表
彰

坂
口
文
男
、
増
田
芳
幹
、
徳
王
智

之
、
宮
川
広
人
、
秋
田
忠
雄
、
木
下

芳
治
、
福
沢
和
秀
、
垣
内
耕
一
郎
、

井
上
仙
志
、
太
田
静
夫
、
品
川
猛
、

下
田
修
二
、
小
出
水
靖
日
日
、
井
出
口

正
行
、
西
ノ
明
茂
樹
、
増
田
博
己

・
感
識
状
　
本
松
暫
弥
、
光
安
チ
エ
子

小
倉
駐
屯
地
の
音
楽
部
に
よ
る
演

奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

固定資産税第　4　期分納期は、2　月　28　日　ま　で。



歳
入
構
成
　
が
安
定

自
主
財
源
の
比
重
が
大
幅
増

ｌ…Ⅲ鼎　昭和58年1月25日ｌ…ⅢⅢ肌用…附川冊Ⅲ日用…ｌ冊…日脚ｌ

－般会計決算概況

歳　　入　　43億2，679万円

歳　　出　　42億6，463万円

差引残額　　6，216万円

昭
和
五
十
六
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
歳
出
差
引
き
六
千
二
百
十

六
万
四
百
二
十
九
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

五
十
六
年
度
の
予
算
規
模
は
、
前
年

度
に
比
べ
約
八
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
予
算

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
改

良
住
宅
建
設
な
ど
大
型
事
業
が
完
了
し

た
た
め
で
す
。

財
政
状
況
は
、
健
全
財
政
に
努
め
て

来
た
成
果
が
今
年
度
も
表
れ
、
財
政
の

弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
が
前
年
度
に
比
べ
一
二
ハ
％

低
下
し
て
お
り
、
町
の
借
金
で
あ
る
公

債
比
率
も
三
％
近
く
低
下
し
て
お
り
ま

す
。次

に
決
算
の
内
容
で
す
が
、
歳
入
面

を
見
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
の
自
主
財
源
が
二
十
一
億
九
千

九
百
七
十
九
万
円
と
全
予
算
の
半
分
、

五
十
・
八
四
％
を
占
め
歳
入
構
成
が
安

定
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
改
良
住

宅
等
の
大
型
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に

伴
な
い
国
庫
支
出
金
が
約
八
億
円
と
大

幅
に
減
少
し
、
こ
れ
に
対
し
て
町
民
税

や
使
用
料
・
手
数
料
が
増
加
し
た
た
め

自
主
財
源
の
比
率
が
大
き
く
な
っ
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
財
産
収
入
九
千
八
百
二
十
五

万
円
に
つ
い
て
は
、
県
道
芦
屋
・
水
巻

・
中
間
線
拡
幅
工
事
に
伴
う
町
有
地
の

売
却
と
南
中
跡
地
二
区
画
を
売
却
し
た

も
の
な
ど
で
す
。

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
や
物
件
費
、

し
尿
・
ご
み
処
理
場
運
営
の
た
め
の
一

部
事
務
組
合
負
担
金
、
町
債
返
済
な
ど

義
務
的
及
び
経
常
経
費
が
二
十
七
億
三

千
四
百
四
十
万
円
、
道
路
の
新
設
・
改

良
事
業
や
鉱
害
復
旧
事
業
な
ど
の
投
資

的
経
費
十
億
九
千
六
十
一
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
等
建
設
準
備
金
と
し
て

三
億
九
千
六
百
万
円
の
積
立
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

歳　　　　　　　　　 入

科　　　 目 決算額 （万 円） 構成比防）

自

主

財

源

町　　　　　　　 税 11億 2，39 6 26＿0

分 担 金 及 び 負 担 金 5，31 5 1．2

使 用 料 及 び 手 数 料 2億8 ，405 6．5

財　 産　 収　 入 9 ，825 2．3

寄　　　 附　　　 金 60 －
繰　　　 越　　　 金 4 ，214 1．0

諸　　　 収　　　 入 5億9 ，764 13．8

計 2 1億9 ，9 79 50 ．8

依

存

財

源

地　 方　 譲　 与　 税 4，7 15 1．1

自動車取 得税 交 付金 4，118 1．0

地　 方　 交　 付　 税 13億 6，58 6 3 1．6

交通安全対策特別交付金 343 0 ．1

国　 庫　 支　 出　 ＿金 3億 9，793 9．2

県　 支　 出　 金 1億 0，445 2．4

町　　　　　　　 債 1億 6，700 3．8

計 21億 2，700 4 9．2

合　　　　　 計 4 3億 2，679 100．0

歳　　　　　　　　　 出

科　　　 目 決算額 （万円） 構成比㈲

義
務

的

及
び
経
常

的
経
費

人　　　 件　　　 費 10億 6，643 25．0

物　　　 件　　　 費 3億 1，215 7．3

維　 持　 補　 修　 費 5，397 1．3

扶　　　 助　　　 費 3億4 ，154 8．0

補　 助　 費　 等 4億4 ，329 10．4

公　　　 債　　　 費 5億 1，702 12．1

小　　　　　　　 計 27億3 ，4 40 64．1

投

資
的

経
費

普 通 建 設 事 業 費 5億6 ，528 13．3

災 害 復 旧 事 業 費 3億7 ，234 8．7

失 業 対 策 事 業 費 1億 5，299 3．6

小　　　　　　　 計 10億 9，061 25．6

そ
の
他
の
経
費

積　　　 立　　　 金 4億 3，247 10．1

投 資 及 び 出 資 金 7 －

繰　　　 出　　　 金 708 0．2

小　　　　　　　 計 4億 3，962 10．3

合　　　　　 計 ． 42億 6，463 100．0
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財政状況

財 政 力指 数 0．414 （1 に近いほど財政力が強い）

実質収支比率 1．96％ （数値が大きいほど余剰財源がある）

公債 費比 率 7．5％ （低いほど債務が少い）

経常収支比率 76 ．2％
経常的経費が経常的一般財源に占め

る割合い （70～80％が標準的）

農林水産費4，615万円（1．1％）

商工費1，731万円（0．4％）

総務費

10億2、899万円

24．1％

教育費

5億9，889万円

（単位：円）

議会費1億543万円（2．5％）

1億4，220万円（3．2％）

1億6，920万円

歳　出

42億6，463万円

民生費

5億7，150万円

13．4％

土木費

4億4，978万円

5億1，705万円

一．一、一′、・．’‘、一．’・・′、・ｔ‥－′’…一一・7

交通安全対策費
5，003万円

道路橋梁費
5，945万円

河川費
2，936万円

都市計画費
1億7，796万円

住宅費
9．724万円

住民の税負担状況

総　 額 町民税 固定資産税 軽自動車税 たばこ消費税 電気税 ガス税
特別土地

保有 税

住民1人当り

40，720
20，257 14，410 280 3，365 ．1，957 19 432

1世帯当り

128，757
64，055 45，565 884 10，640 6，189 59 1．365

56年鹿町債借入金の内訳

都　 市 計．画 事 業 1 ，950万円

鉱　 害 復 旧 事 業 1，430万円

特定地域開発就労事業 1 ，930万円

道 路　 整 備 事 業 7－．610万円

過 疎　 対 策 事 業 3 ，780万円

計 1億6 ，700万円

町債借入金の推移　（単位：万円）

5 1 年 度 末 現 在 3 1 億 6 ，5 8 6

5 2　　 ク 3 7 億 5 ，5 8 5

5 3　　　 ケ ｒ　 4 1 億 1 ，4 3 4

5 4　　 ク 4 3 億 9 ，4 5 4

5 5　　　 ノケ 4 4 億 5 ，0 3 2

5 6　　 ク 4 4 億　 8 0 4

こ
ん
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

①
庁
舎
・
中
央
公
民
館
配
置
計
画

書
の
作
成
　
⑧
机
地
区
林
地
崩
壊
防

止
工
事
　
㊥
立
屋
敷
・
下
二
線
舗
装

工
事
　
④
二
農
業
用
排
水
路
底
張
工

事
　
⑤
吉
田
・
伊
左
座
線
（
上
井
地

橋
）
側
道
橋
架
設
工
事
　
⑥
猪
熊
・

入
柳
線
歩
道
設
置
工
事
　
⑦
鯉
口
・

後
谷
線
用
地
買
収
　
⑧
机
川
改
良
工

事
　
⑨
赤
水
川
底
張
工
事
　
⑲
砂
山

・
丸
ノ
内
線
曲
川
大
橋
新
設
工
事

⑪
県
道
芦
屋
・
水
巻
・
中
間
線
拡
幅

工
事
負
担
金
　
⑲
猪
熊
小
学
校
プ
ー

ル
附
属
家
嵩
上
げ
工
事
　
⑳
頃
末
小

学
校
裏
山
ノ
リ
面
補
強
工
事
　
⑭
机

小
学
校
運
動
場
用
地
買
収
　
⑮
頃
末

小
学
校
給
食
室
新
築
工
事
　
⑲
伊
左

盛
小
学
校
給
食
室
増
築
工
事
　
㊥
水

巻
中
学
校
・
水
巻
南
中
学
校
体
育
部

室
新
築
工
事
　
⑩
町
民
体
育
館
新
築

工
事
　
⑩
大
平
下
水
道
鉱
害
復
旧
工

事
　
⑳
山
田
下
水
道
鉱
害
復
旧
工
事

㊨
家
屋
鉱
害
復
旧
工
事
（
Ｂ
戸
）
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特別会計・事業会計決算の状況

特
別
会
計
決
算
概
況

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
原
い
し
ま
す
。

ノへ　8
億
日　7

6

5

4

3

2

1
0

7億7
788万円

7億
6
183万円

⊂＝コ歳
ＥＺＺヨ歳

3品管
3、6、
6　22　1

入
出

恒

孟蓋

7　52　8菖雷丁 嘉孟

「．‾‾‾‘トＦｌｒ－
金
額　 Ａ

国
民 上 下 農
健 水 水式 康 」土

計
別

保
険

遺 遺 蕗

本
会
計
の
決
算
は
、
一
千
六
百
五
万

二
百
九
十
七
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
．

歳
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億
二

百
六
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
主
な
も
の
は
保
険
給
付
費
で

七
億
一
千
五
百
四
十
九
万
円
が
支
出
さ

れ
、
歳
出
総
額
の
九
三
・
九
二
％
を
占

め
て
お
り
、
前
年
度
給
付
費
よ
り
九
千

四
百
十
九
万
円
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
医

療
費
の
毎
年
一
五
～
二
〇
％
の
増
騰
に

ょ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
か
ろ
う

じ
て
赤
字
決
算
を
ま
ぬ
が
れ
た
も
の
の

医
療
費
の
動
向
を
考
え
る
と
、
今
後
も

国
保
会
計
の
好
転
は
望
め
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
保
健
予
防
に
つ
と
め
受

診
率
を
下
げ
る
し
か
方
法
が
な
い
と
考

え
ま
す
。

過去3ヶ年の比較

区分　　　 年度
54 55 5 6

世　　 帯　　 数 2 ，601世帯 2，799世帯 2，988世帯

被 保 険 者 数 7，376人 7，3 14人 7 ，389人

1 人当 り保険税 23 ，994円 3 2，237円 38 ，604円

1 人当り医療費 91 ，0 29円 109，90 5円 123 ，765円

蝶　　 養　　 費 4億7，206万円 5億6，224万円 6億3，962万円

本
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入
七
百

二
十
四
万
三
千
十
三
円
、
歳
出
五
百
八

十
三
万
六
百
二
十
二
円
で
差
引
残
額
百

四
十
一
万
二
千
三
百
九
十
一
円
で
す
。

こ
の
内
七
十
三
万
八
千
円
を
基
金
に
繰

入
れ
、
六
十
七
万
四
千
三
百
九
十
一
円

を
翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

▽
農
作
物
共
済
勘
定
－
歳
入
百
七
十

四
万
八
千
円
、
歳
出
五
十
三
万
一
千
円

差
引
残
額
百
二
十
一
万
七
千
円
で
す
。

▽
業
務
勘
定
－
歳
入
五
百
四
十
九
万

五
千
円
、
歳
出
五
百
三
十
万
円
差
引
残

額
十
九
万
五
千
円
で
す
。
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
県
支
出
金
三
百
六
十
九
万
一

千
円
、
町
か
ら
の
繰
入
金
百
十
五
万
円

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費
な
ど
総

務
費
五
百
二
十
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

酬冊

本
会
計
の
決
算
は
、
五
百
九
十
祖
万

五
千
四
百
三
十
八
円
の
黒
字
決
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用

料
二
千
六
百
三
十
三
万
六
千
二
百
五
十

五
円
、
繰
越
金
百
二
十
四
万
三
千
八
百

三
十
三
円
、
空
虚
等
戸
数
使
用
料
（
会

計
赤
字
負
担
金
）
一
千
七
百
五
十
万
七

千
九
百
六
十
六
円
、
県
住
宅
供
給
公
社

か
ら
の
下
水
道
加
入
負
担
金
七
千
五
百

二
十
五
万
四
千
百
二
十
四
円
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
処
理
場

管
理
委
託
料
一
千
八
百
五
十
二
万
二
千

五
百
三
十
円
と
惑
用
費
一
千
五
百
二
十

七
万
三
百
十
八
円
、
繰
出
金
七
千
五
百

二
十
五
万
四
千
百
二
十
四
円
で
す
。

な
お
、
越
出
金
は
将
釆
処
理
場
の
修

理
に
多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
り
、
基
金
と
し
て
積
立
て
る
も
の

で
す
。

四
千
九
百
九
十
二
万
一
千
八
百
七
十
五

円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
前

年
度
繰
越
剰
余
金
五
千
四
百
三
十
六
万

九
千
円
で
補
充
し
、
か
ろ
う
じ
て
累
積

赤
字
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
は
、
昨
年
の
九
月
定
例
議
会
に
お
い

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
状
況
は
、
収
入
三
億
三
千
六
百

二
十
九
万
五
百
三
十
五
円
、
支
出
三
億

八
千
六
百
二
十
一
万
二
千
四
百
十
円
で

水巻町の水道の概況

給水件数　　　　9，241件
年間総配水量　2，587，468が

く芸九票票2，霊霊霊
有収水量　　2，188，6981が
有収率　　　　　　84．59％

有効率　　　　　　88，22％

な
お
、
赤
字
決
算
の
要
因
は
北
九
州

市
が
昭
和
五
十
六
年
七
月
よ
り
分
水
料

金
を
一
㌦
当
り
六
十
九
円
か
ら
九
十
七

円
に
大
幅
値
上
げ
を
し
た
こ
と
に
よ
り

北
九
州
市
の
原
水
費
が
前
年
度
に
比
べ

て
五
千
百
十
四
万
九
千
円
増
額
し
た
た

め
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
重
要
な
収
入

源
で
あ
っ
た
口
径
別
納
付
金
が
、
改
良

住
宅
の
建
設
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
て
千
七
百
七
万
五
千
円

の
減
収
と
な
っ
た
こ
と
も
赤
字
要
因
の

一
つ
で
す
。

水
道
財
政
の
健
金
な
運
営
を
目
指
し

有
収
率
の
向
上
と
経
費
の
節
減
に
努
力

し
て
お
り
、
有
収
率
の
向
上
対
策
と
し

ま
し
て
は
、
年
三
回
に
わ
た
る
漏
水
調

（

査
と
即
刻
修
理
体
制
を
行
な
い
有
収
率

は
八
四
・
五
九
％
と
前
年
よ
り
一
・
〇

六
％
上
昇
し
ま
し
七
。

し
か
し
、
本
町
の
水
道
事
業
は
、
大

口
の
口
径
別
納
付
金
の
収
入
等
に
よ
っ

て
、
五
十
五
年
度
ま
で
は
何
と
か
健
全

経
常
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が

、
五
十
七
年
度
か
ら
中
間
市
の
分
水
料

金
の
値
上
げ
（
五
十
七
年
四
月
よ
り
、

百
十
円
か
ら
百
三
十
円
に
）
に
よ
る
原

水
費
増
や
口
径
別
納
付
金
の
減
少
、
さ

ら
に
は
将
来
の
水
不
足
対
策
の
た
め
、

遠
賀
川
河
口
堰
か
ら
の
水
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
設
備
投
資
な
ど
を
考
え
る
と

水
道
会
計
も
益
々
苦
し
い
状
態
と
な
り

ま
す
。
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住
民
税
・
国
保
税
の
申
告
は

3

月

1

5

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
釆
ま
し
た
。

該
当
者
は
、
三
月
十
五
日
（
火
曜
）

の
申
告
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
な
い

人
で
も
、
次
の
万
は
住
民
税
・
国
保
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
ま
　
で

①
自
営
業
者

㊥
農
業
者

㊥
外
交
員
、
ホ
ス
テ
ス
な
ど
自
由
業
者

④
家
賃
な
ど
不
動
産
に
よ
り
生
計
さ
れ

て
い
る
者

⑤
大
工
、
左
官
業
者

⑥
日
雇
な
ど
日
給
者

⑦
年
金
、
恩
給
を
受
け
て
い
る
者

⑧
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
給
与
か
ら

天
引
き
れ
て
い
な
い
者

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申告と納税相談日程

月　 日 時　 間 場　 所 地　　 区　　 名

2・月 16日 9 時～16時 役場東別館 二 町住 、下二 町住 、吉 田団地

2 月17日 〃 〃 高 松拭地

2 月18 日 〃 ケ 鯉口団地、猪能町住、立屋敷、伊左座、み瑚摘 地

2 月2 1日 ク 〃 二、入江興産、林住宅、吉田二、二野間町住・
サニーニュータウン、吉田イワゼ町住

2 月22 日 ク ク 美 吉野 団地 、机 、古 賀 、新生 街

2 月2 3日 〃 〃 吉田一、吉田三、緑風園団地、垣添町住

2 月24 日 ケ ケ 頃 末、松 栄荘 団地 、水 巻苑

2 月25 日 ケ 〃 樋 口、下 二

2 月28日 ク ク おかの 台団地 、 高尾 団地

3 月 1 日 ケ 〃 梅 ノ木 団地 、猪熊

農　 業　 所　 得　 の　 あ　 る　 人

3 月 2 日 9 時～16時 役場東別館 立屋 敷 、伊 左 座 、二、 下二

3 月 3 日 ク ケ 青 田一 、吉 田二 、吉 田三 、頃末 、机

3 月 4 日 〃 〃 古 賀、樋 口、猪熊

住
宅
取
得
控
除
と

還
付
申
告

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。
住
宅
取
得
控
除
や
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
は
、
五
十
八
年
一
月

一
日
か
ら
税
務
署
で
行
っ
て
い
ま
す
が

役
場
で
も
次
の
日
程
で
受
付
を
い
た
し

ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
7
日
、
8
日

い
ず
れ
も
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
役
場
東
別
館

住
宅
取
得
控
除
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と

は
…
・
＝
0

日
分
が
住
む
た
め
に
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
は

そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年
か
ら
三
年
間

支
払
っ
た
所
得
税
の
中
か
ら
住
宅
取
得

控
除
と
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。還

付
申
告
と
は
・
…
‥
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
万
は
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
済
ま
せ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
を
被

っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

方
、
中
途
退
職
者
、
年
金
受
給
者
は
確

定
申
告
を
す
れ
ば
す
で
に
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
が
返
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
還
付
金
の
受
取
り
は
、
銀
行
振
込
み

の
方
が
早
く
て
便
利
で
す
。

銀
行
名
、
口
座
番
号
（
本
人
名
儲
）
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

譲
渡
の
申
告
は

次
の
日
程
で

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
は
、
譲

渡
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

と
て
も
複
雑
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
次
の
日
程
で
受
付
け
を
し
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
9
日

9
時
か
ら
1
6
時
ま
で

▽
場
所
　
役
場
東
別
館

贈
与
税
の
申
告
は

お
早
め
に

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
、
ひ
と
足
は
や
く
二
月
一

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
六
十
万
円
を
越
え
る
と
き
は
、

税
務
署
に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
贈
与
税
」
と
い
う
の
は
、
人
か
ら

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金

で
す
が
、
ご
主
人
名
義
の
土
地
を
奥
さ

ん
や
子
供
さ
ん
名
義
に
変
え
た
場
合
な

ど
も
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

贈
与
税
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

最
寄
り
の
税
務
署
か
税
務
相
談
室
に
お

気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
の

請
求
は
お
早
め
に

銀
行
や
住
宅
金
融
公
封
に
借
入
の
申

込
み
を
す
る
と
き
、
建
設
業
の
登
録
を

更
新
す
る
と
き
、
工
事
指
名
を
受
け
た

い
と
き
・
…
＝
、
こ
ん
な
と
き
に
必
要
に

な
る
の
が
「
納
税
証
明
」
で
す
。

「
納
税
証
明
」
は
、
請
求
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
所

得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
の
よ
う
に
、

事
務
が
混
雑
し
て
い
る
時
期
に
は
、
即

座
に
発
行
で
き
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
「
納
税
証
明
」
の
請
求
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

振
替
納
税
の
お
勧
め

所
得
税
の
納
税
は
、
「
安
全
」
　
「
便

利
」
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。こ

の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署

と
金
融
機
関
に
依
頼
し
て
お
く
と
、
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ

て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

納
税
の
た
め
に
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要

が
な
く
「
安
全
」
で
「
便
利
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。1

▽

　

△

1

－

税
に
つ
い
て
の
相
談
は
　
ー
。

若
松
税
務
署
へ

（

晋

7

6

1

・

2

5

3

6

）



7
0
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
に
は

「
健
康
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
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老
人
保
健
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、

現
在
7
0
歳
以
上
（
寝
た
き
り
の
人
は
6
5

歳
以
上
）
の
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
日

程
で
「
健
康
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
。

2
月
1
日
か
ら
は
、
こ
の
手
帳
が
な

け
れ
ば
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
交
付
の
手
練

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
生
活
保
護
法
の
医
墳
扶
助
を
受
け
て

い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。
）

◎
持
っ
て
く
る
も
の

①
健
康
保
険
証

㊥
老
人
医
療
費
受
給
者
証
（
現
在

お
持
ち
の
も
の
〕

㊥
印
　
鑑

0交付日時及び場所

交付日時 場 所 地　　　　　 区

1 月27別杓 役　 場 ．

立屋敷、伊左座、みずほ観地、二

二町住、野瀾町住、サニーニュータウン

午前 9 時から 西別館 下二、下二町住、入江興産社宅、林住宅
午後 4 時まで 吉田団地、吉田の一、吉田の二、イワゼ町住

1 月28 日（劫

午前 9時から
午後 4時まで

役　 場

西別館

吉田の三、緑風園団地、美吉野団地

頃未、みずまき苑、松栄荘団地

鯉口団地、木八、高尾団地、机社宅

1 月31日（月）

午前 9 時から
牛後 4 時まで

役　 場

西別館

古賀、新生街、樋口、猪熊

猪熊町住、古賀団地、高松団地

梅ノ木団地、おかの台団地

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
招
侶
首
剛
躍

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
4
日
（
金
）

午
後
1
時
～
年
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

弾
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
日
～
1
5

0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の

届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
、

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
4
日
（
月
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
者
　
7
カ
月
児
か
ら
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

そ
の
他
個
人
相
談

1
歳
6
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
招
Ⅲ

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

午
後
1
時

～
年
後
2
時

▽
対
象
児
　
1
歳
6
カ
月
～

1
歳
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
検
診
無
料
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

子
宮
ガ
ン
検
診

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
（
金
）

8
時
3
0
分
～
1
0
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
料
金
一
般
一
、
三
〇
〇
円

国
保
　
　
　
五
〇
〇
円

▽
申
込
み
先
　
先
着
七
〇
名
で
締
切
り

ま
す
。
役
場
衛
生
係
に
申
込
み
下

さ
い
。
な
お
電
話
で
も
よ
ろ
し
い

で
す
。

乳
ガ
　
ン
　
検
診

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
（
水
）
～

受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
遠
賀
保
障
所
会
議
室

▽
料
金
　
無
料

▽
医
師
　
遠
賀
病
院
外
科
医
師

▽
申
し
込
み
　
7
0
名
に
な
り
次
第
〆
切

り
ま
す
。
役
場
衛
生
係
へ
申
し
込
み

下
さ
い
。
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
で
す

健
康
手
帳
の
交
付

二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
老
人
保

健
法
に
よ
っ
て
、
一
貫
し
た
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
四
〇
歳
以
上

の
万
に
「
健
康
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す

健
康
な
老
後
を
す
ご
す
た
め
に
は
、

壮
年
か
ら
の
健
康
管
理
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
老
人
保
健
法
で
は
、
老
人
の

医
療
だ
け
で
な
く
、
四
〇
歳
以
上
の
方

々
を
対
象
に
希
望
さ
れ
る
万
に
健
康
手

帳
を
交
付
し
ま
す
。
役
場
衛
生
係
窓
口

に
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
料
金
は
無
料

で
す
。

．
■
ｔ
／
・
．
＝
′
．
ヽ
．
，
1
－
・
－
′
ｌ
㌧
．
．
1
－
，
：
・
ｌ
1
．
こ
，
ｌ
ヽ
．
′
：
ｔ
ノ
ｌ
ヽ
こ
，
．
＼
／
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老
人
保
健
法
に
基
づ
く
健
康
診
査

▽
日
時
招
1
7
1
。
璧
時
点

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
の
方

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

．
．
：
ｌ
′
．
・
．
．
．
1
▼
、
．
．
：
，
Ｉ
1
．
．
こ
・
ｌ
，
ｌ
！
．
，
．
一
′
．
ｔ
▼
：
・
．
1
／

（徽

健
康
相
談

※
な
お
、
机
山
荘
へ
の
運
行
バ
ス

乗
車
は
、
6
5
歳
以
上
の
万
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
6
5
歳
未
満
の
方

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

・
．
．
／
1
．
．
：
ｌ
／
一
・
：
／
1
．
・
：
一
ｌ
ｌ
一
一
．
．
・
，
ｌ
ｌ
，
：
，
ｔ
′



（9）広判占肝司胆　柚…冊Ⅲ…ⅢⅢ冊ⅢⅢⅢ冊冊…拙　昭和58年1月25日

2月のし尿汲取予定日
1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、富田三5
区、猪熊10区、新生街（山ノロ団地）、頃
末（15、25区）

4日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、
吉田三（2、5、6区）、猪熊3区、頃未

（松栄荘、18区）
5日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15

日まわり（太洋社）、猪熊（2、4、5区）
15日まわり（環境整備センタ【）

7日　吉田三（緑風園）、頃未5区、頃末（松栄
荘）、美吉野

8日　頃末（17、19、20、21区）、頃末12区、美
吉野

9日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、
下二、伊左座、立屋敷、頃末6区、美吉野

10日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田
工場団地）、下二、吉田二（1、8区、川

日2
・　1　　　1　　　－

端通り、本村）、頃末（11、14区）
吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）
古賀、新生街

14日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、机社宅、
古賀、机

15日　下二町住、二町住、吉田－3区（商店街）、

富田三（車返し）

16日　吉田団地（37－43、46－52棟）、樋口（う

月、中井樋口）、二町住

17日　吉田団地（19～22、27－36、44、45、53－
57、94－101棟）

18日　吉田団地（1－6、8－10、16－18、23－

26、60～65、83～85、102－113棟）、樋口、
猪熊

19日　吉田団地（7、11－15、66～73、76－82、
86～93、105、108棟）、猪熊町住、15日ま

わり（環境整備）

21日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15

日まわり（太洋社）、古賀県住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二本村、猪熊

23日　二、伊左座、猪熊、樋口

24日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、樋口（赤水、川
端通り）

25日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）

樋口、猪鮨

26日　みずほ団地

28日　みずほ団地

－おわがい－

表札の出ていない家庭が増え汲取作業にも支障
が出ています。出来る限り表札等をあげてくださ
い。

小
倉
井
簡
屋

。
相
談
員
　
弁
護
士
、
税
理
士
な
ど

2

月

7

日

2

月

8

日

1

0

時

1

1

6

時

Ⅲ刷刷

2
月
の
縞
錆
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
7
日
、
1
4
日
、
2
1
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

宅
地
建
物
販
引
に
関
す

る
無
料
相
談
所
を
開
設

宅
地
建
物
に
関
す
る
紛
争
や
苦
情
を

解
決
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

。

2

月

1

日

　

1

0

時

～

1

6

時

黒
崎
そ
ご
う

はたちの献血

成人になったこの機会に「献

血を通して助け合う」社会連帯

の輪の中にあなたも参加してみ

ませんか。

（

1

・

2

級

）

遠
賀
福
祉
事
務
所
で
は
身
体
に
障
害

が
あ
り
、
歩
行
困
難
な
在
宅
重
度
身
体

障
害
者
（
一
・
二
級
）
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
・
福
祉
手
当
等
の
診
査
を
受
け

る
機
会
の
な
い
方
の
訪
問
診
査
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
万
は
お

訪
問
診
査

申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
訪
問
審
査
日
　
2
月
上
旬
の
予
定

▽
申
込
み
先
　
　
役
場
社
会
課
民
生
係

電
話
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

▽
申
込
み
締
切
日
　
1
月
2
9
日
ま
で

戦
傷
病
者
の
乗
車
券

引
換
証
の
請
求
受
付

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
乗
車
券
引

換
証
交
付
の
請
求
受
付
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
2
月
2
日
～
2
月
2
8
日

▽
受
付
場
所
　
役
場
社
会
課
民
生
係

▽
持
っ
て
来
る
物

。
戦
傷
病
者
手
帳

。
印
カ
ン

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

な　赤、・ち

よしむら　てつひろ

吉村　哲寛ちゃん
昭和57年3月8日生

（翼智撃）さんの長男

…　ママが勤めているので、5カ

月から保育園に通っています。

たくさんの友達の中でタクマし

くなったようです。元気に育っ

たけがわ　よしの

竹川　由乃ちゃん
昭和57年2月9日生

（翳警）さんの長ｌ女

もうすぐお誕生日。アンヨも　…

じょうずになり、毎日元気に遊；

んでいるパパそっくりの女の子！

です。素直で優しい子に育ってｉ

ｉ　てネ。　　　（吉田1146の20）　　ネ。　　　　（吉田1974の14）
．．ｌ．一°ｔ．ｔ．°ｔ▼ｔ▼ｔｌ．一°ｔ′ｔ．ｔｌＰ一°1，．ｌ°ｔｐｌ．ｔ．．．．ｔＰ．ｌｌ．一ｔ…1，．ｌ▼ヽＦｔｌｔｌ．ｔ°ｔ，ｔｌ‾ｌ…．，－ｌ°ｌＦヽｌ．ｌ．ｌＰｔ′．ｌ．ｌ．ｔ′



水
巻
琵
牒
誠
随

地

　

名

　

の

お
か
の
あ
が
た
ぬ
し
く
ま
わ
に

同
県
主
熊
鰐
に
対
し
て
猪
熊
の
地
名
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
古
文
書
の
な
か
に
井
限
、
井
熊
、
猪

隈
、
い
の
く
ま
、
猪
熊
と
み
え
て
い
る
の
で
、
昔

か
ら
イ
ノ
ク
マ
と
よ
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

地
名
に
つ
い
て
は
地
理
的
条
件
か
ら
生
れ
た
も
の

が
最
も
多
く
、
な
か
で
も
村
名
は
検
地
の
際
に
郡

奉
行
の
よ
う
な
地
方
首
長
が
漢
書
な
ど
を
引
用
し

あ
ぎ

て
名
づ
け
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
字
名
は
検
地
の

際
に
検
地
役
人
と
農
民
と
の
間
で
名
づ
け
て
い
た

よ
う
で
、
こ
れ
に
は
素
朴
で
簡
明
な
地
名
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
名
は
音
読
を
重
視
し
て

こ
れ
に
あ
て
る
漢
字
は
適
当
で
あ
っ
た
と
み
え
、

以
下
述
べ
る
水
巻
町
内
の
地
名
に
お
い
て
そ
の
例

が
至
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
イ
ノ
ク
マ
を
河
口
入
海
に
お
け

る
集
落
と
定
義
づ
け
れ
ば
、
前
記
の
井
限
、
井
熊

猪
隈
、
猪
熊
の
な
か
で
井
隈
が
こ
の
条
件
に
一
致

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
井
は
人
の
集
ま
り
住
む
と

こ
ろ
、
隈
は
熊
鰐
で
述
べ
た
よ
う
に
入
海
を
さ
し

て
い
る
の
で
、
合
せ
る
と
「
入
海
に
お
い
て
人
の

集
ま
り
住
む
と
こ
ろ
」
と
な
る
。
お
そ
ら
く
遠
い

音
、
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
て
農
民
達
が
こ
の
地
へ

移
住
し
て
き
た
と
き
に
、
こ
こ
を
井
隈
と
名
づ
け

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

猪
熊
は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
畠
津
村
か

ら
分
村
し
た
が
、
こ
れ
以
前
の
猪
熊
に
つ
い
て
は

江
藤
家
の
古
文
書
に
「
音
、
当
村
と
島
津
間
に
大

地
相
連
り
て
陸
路
あ
り
、
こ
れ
を
八
町
縄
手
と
い

う
」
と
記
る
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
に
「
寛

永
の
頃
（
一
六
二
四
～
四
三
）
、
古
賀
村
西
側
の

由
　
来
　
佃
　
猪
熊
㈹

本
川
（
遠
賀
川
）
に
つ
づ
い
て
猪
熊
島
津
の
田
地

の
な
か
に
横
幅
八
間
（
約
一
五
米
）
の
新
川
を
掘

る
。
延
享
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
頃
、
右
の
水
は

け
、
川
狭
く
し
て
洪
水
の
た
び
に
川
上
は
難
渋
の

よ
し
、
本
川
の
流
れ
古
賀
村
の
前
に
て
東
へ
曲
り

て
川
上
の
村
々
の
水
は
け
手
ぬ
る
Ｌ
と
て
、
川
の

ま

つ

す

ぐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

か

曲
れ
る
を
裏
道
に
し
て
水
を
一
直
下
に
吐
せ
ん
も

の
と
、
島
津
村
、
猪
熊
村
と
も
に
掘
川
端
の
土
手

を
引
き
と
り
、
古
田
の
な
か
に
新
土
手
を
東
西
川

幅
五
町
余
（
約
五
四
〇
米
）
築
く
」
と
あ
っ
て
、

今
の
遠
賀
川
は
こ
の
と
き
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
猪
熊
以
外
の
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸

初
期
以
前
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
天
正
年
間

の
豊
臣
秀
吉
検
地
行
田
状
で
は
「
島
津
村
の
う
ち

い
の
く
ま
村
」
と
仮
名
で
記
る
さ
れ
て
い
る
の
で

ど
う
や
ら
猪
熊
の
字
は
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
と
関
係
が

あ
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
猪
熊
入
道
の
物
語
が
歌
舞
伎
や
常
盤
津
な
ど

で
流
行
し
て
い
る
。
猪
熊
入
道
に
つ
い
て
は
、
架

空
の
坊
主
頭
に
な
ま
づ
ひ
げ
の
快
男
子
で
、
常
盤

津
に
「
か
か
る
と
こ
ろ
に
猪
熊
入
道
、
手
勢
を
ひ

き
連
れ
は
せ
来
り
」
と
あ
る
の
で
、
正
義
の
味
方

猪
熊
入
道
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
対
岸
の

芦
屋
で
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
芦
屋
歌
舞
伎
が
盛

ん
に
上
演
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
地
の
人
々
が

こ
れ
を
み
て
イ
ノ
ク
マ
を
猪
熊
入
道
に
あ
や
か
っ

て
猪
熊
と
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
田
貞
志

寄
付
の

お
　
礼

ｒ

ｉ

：

▼

2

ｉ

：

曹

ｌ

ｉ

◆

◆

ｌ

◆

無
縁
墳
墓
の
改
葬

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

頃
　
　
末
　
故
本
野
　
繁
喜
殿

下　　猪

二　　熊

本
野
ミ
ド
リ
殿

故
田
中
　
八
郎
殿

田
中
タ
キ
エ
殿

百
義
殿

届
　
ト
シ
子
殿

高
松
団
地
　
故
塚
本
　
芳
雄
殿

塚
本
　
ア
キ
殿

吉
田
一
故
八
幡
　
定
行
殿

真
鍋
シ
メ
子
殿

古
　
　
賀
　
故
峯
浦
十
四
彦
殿

峯
滞
干
寿
子
殿

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町

大
字
庖
川
二
五
四
〇
の
一
、
五
五
五

六
※
届
出
先
　
席
川
共
同
墓
地
改
葬
委
員

会

（

審

0

9

8

2

6

・

3

・

5

2

8

5
）

※
届
出
期
限
　
5
8
年
1
月
3
1
日
ま
で

▽
所
在
地
　
高
知
県
香
美
郡
香
我
美
町

徳
王
子
字
松
風
三
六
三
六
の
二

※
届
出
先
　
香
我
美
町
役
場
（
含
0
8

8
7
5
・
5
・
2
1
1
1
）

※
届
出
期
限
　
5
8
年
2
月
2
6
日
ま
で

▽
所
在
地
　
神
奈
川
県
愛
甲
郡
清
川
村

宮
ケ
瀬
字
馬
場
一
四
〇
三
、
大
和
台

九
〇
四
の
二

※
届
出
先
　
清
川
村
役
場
総
務
課
（
含

0
4
6
2
・
8
8
・
1
2
1
1
）

※
届
出
期
限
　
5
8
年
2
月
2
8
日
ま
で

3　　 ． 一　5 ■ 芸 奮 前

芸 蛋　 号

セ 〉　 の
キ

の　　　 正
撃　 解

す
0

7

Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ

ｌ Ｉ ｌ ｉ ｌ

く詰将棋正解〉　 1一角成、 1三五、 3一馬、

1 四五、1 三馬、同玉、 1五飛、 2三五、1

二飛戊まで九手詰め。

く解説〉　 1 一角戊に2 三五なら3 二馬、同

玉、2二鳥の詰みです。したがって 1三五が

正 しい逃げ方ですが、3 一馬から1 三馬とい

う妙手で飛車が活躍 します。

広報は見落　しがな　い　よ　う、すみずみ　ま　でお読　み下　さ　い。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

（
　
□
編
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

ロ
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


